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研究成果の概要（和文）：本科研では、中近世ヨーロッパ世界における政治権力構造の発達を、

キリスト教の諸宗派（カトリック、ギリシア正教、プロテスタント諸派）の多元性と宗派化の

過程との関連で考察した。すなわち、中世から近世にかけてのヨーロッパ世界では、キリスト

教会が多元的にそれぞれの宗教世界を構築するとともに、特定の宗派教会と政治権力が一体化

し、同一宗派の政治勢力のブロック化が進行し、教会、国家、社会のあらゆる領域で宗派化が

進展する。その実態を地域ごとに解明し、また諸宗派間の紛争の形態や、調停の制度と寛容理

念の形成も考察した。

研究成果の概要（英文）：This project analysed the development od the structures of

political power in the medieval and early modern times of Europe in relation to the
plurality and process of confessional divisions of Christian sects(Catholic, Greek orthodox,
Protestants).In the world of medieval and early modern Europe,Christian churches formed
own religious organization plurally and at the same time churches and political powers
were gradually conbined.Christian sects formed own blocks.We analysed the reality of each
area, the forms of conflicts between sects,the systems of arbitrations, the formation of idea
of tolerance.
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１．研究開始当初の背景
本科研プロジェクトは、その前の科研費・

基盤(B)「中近世ヨーロッパのキリスト教会と
民衆宗教」の共同研究を継承し、発展させた
ものである。以前の科研では、中近世ヨーロ
ッパのキリスト教会と民衆宗教との関係を
扱ったが、本科研プロジェクトでは、教会の

宗教権力と世俗権力との関係に焦点をあて、
中世から近代のヨーロッパ世界で、宗教権力
との対抗および融和のなかから、国家的秩序
（諸侯領、都市国家、領邦、王国、帝国など）
が形成されていく様相を分析した。とくに共
同研究として、西欧、東欧、ビザンツの各地
域を対象とし、国家的秩序形成におけるキリ
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スト教諸宗派の役割を比較史的に考察しよ
うとした。

２．研究の目的
ヨーロッパの歴史を他の世界の歴史と比

較するとき、世俗権力と宗教権力の対抗関係
が生み出す「政治と宗教のダイナミズム」が、
特殊ヨーロッパ的な支配や国制のあり方を
形成したことは明らかである。本科研プロジ
ェクトでは、諸侯領、都市国家、領邦、王国、
帝国などの国家的秩序が形成される過程で、
「政治と宗教のダイナミズム」がいかなる影
響を及ぼしたかを考察することを目的とす
る。とくに本科研プロジェクトでは、中世カ
トリック教会および近世・近代のキリスト教
諸宗派が国家的秩序の形成に関与した様相
を、宗教権力と世俗権力との相互影響・相互
補完の関係の視角を重視しつつ、また時代や
地域の偏差も考慮して分析することを目的
とした。また、何より我々の共同研究が目的
としたのは、これまで、宗教と政治とをめぐ
る問題の考察が中世世界と近世世界とを断
絶の相のもとで見てきたことを反省しつつ、
中世から近世への連続性の側面を考慮して、
共同研究を行うことを目的とした。

３．研究の方法
本科研プロジェクトでは、研究目的を以下

の方法で達成した。
本科研プロジェクトでは、分担者の例会を

学期中に２か月の一度のペースで開催して
きた。そして、そうした研究会には、大学院
生や若手研究者も交えつつ議論を行い、研究
を進めた。とくに、分担者のうち中世史研究
者を中心に、2011 年５月には日本西洋史学会
（日本大学）で小シンポジウム「中世ヨーロ
ッパ世界にとっての「ローマ」」を開催し、
共同研究の中間報告を学会の場で行った。ま
た 2012 年 5 月にも日本西洋史学会（明治大
学）で、今度は分担者のうち近世史研究者が
中心となり、小シンポジウム「近世ヨーロッ
パの宗教と政治－宗派分裂の作用と反作用」
を開催し、共同研究の中間報告を行った。
また共同研究の３年間の間に、各分担者が

ヨーロッパに渡航して、資料収集や現地での
意見交換を行い、新しい研究の視角や発想を
学んだ。

４．研究成果
現在の科研で我々は、中近世ヨーロッパ世

界における政治権力構造の発達を、キリスト
教の諸宗派（カトリック、ギリシア正教、異
端諸派、プロテスタント諸派）の多元性と宗
派化の過程との関連で考察してきた。すなわ
ち、中世については、カトりックとギリシア
正教とを包摂する中世キリスト教世界を、ロ
ーマ帝国の普遍性と個別地域のキリスト教

諸宗派の宗教的慣習との対抗のなかで解き
明かし、また中世から近世にかけてのヨーロ
ッパ世界については、キリスト教会が多元的
にそれぞれの宗教世界を構築する局面を宗
派化現象に視点を当てて考察した。とくに近
世では、特定の宗派教会と政治権力が一体化
し、同一宗派の政治勢力（国家ないし領邦）
のブロック化が進行し、教会、国家、社会の
あらゆる領域で宗派化が進展するが、我々は
その実態を地域ごとに解明し、また諸宗派間
の紛争の形態や、調停の制度と寛容理念の形
成も考察した。また本科研では、もうひとつ
の柱として中近世ヨーロッパにおけるキリ
スト教、ユダヤ教、イスラーム教の関係も考
察したが、その問題は、中世のイベリア半島
での諸宗教の共存の問題などを中心に議論
がなされた。（参照、踊共二「宗派化論：ヨ
ーロッパ近世史のキーコンセプト」『武蔵大
学人文学会雑誌』42(3/4)号、2011 年。現在
の科研の成果は「日本西洋史学会」の 2011
年と 2012 年の小シンポジウム「中世ヨーロ
ッパ世界にとっての「ローマ」」、「近世ヨー
ロッパの宗教と政治－宗派分裂の作用と反
作用」で中間報告がなされたが、最終的に 17
本の論文集－甚野尚志・踊共二編『中近世ヨ
ーロッパの宗教と政治－キリスト教世界の
多元性と統一性－』ミネルヴァ書房－として
2013 年に刊行される）。
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